
 

 

 

猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業 

 

平成 19 年度環境影響評価 

 

事後調査結果報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年３月 

 

 

猪名川上流広域ごみ処理施設組合 
 
 
 



 
 



はじめに 
 
 

猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業の実施にあたり、「猪名川上流広域ごみ処理施設組合

が設置するごみ処理施設に係る環境影響評価の実施手続きに関する条例」の規定に基づき、

環境影響評価準備書の縦覧を経て、平成 16年 11月に環境影響評価書をとりまとめている。 

また、同条例により、事業着手後は、その影響の度合いを明らかにするため、事後調査を

実施することになっており、工事に着手した平成 17年から、継続して調査を実施している。 

本報告書は、平成 19年度の工事中にける環境影響評価事後調査結果等についてとりまとめ

たものである。 
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１．対象事業の概要 

1.1事業者の氏名又は名称及び住所 

(1)事業者の名称 

猪名川上流広域ごみ処理施設組合 
 

(2)代表者の氏名 

管理者 大塩 民生 

 

(3)事業者の住所 

兵庫県川西市中央町 12番 1号 

 

 

1.2 対象事業の概要 

(1)対象事業の名称 

猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業 
 

(2)対象事業の区域 

兵庫県川西市国崎字小路 
 

(3)対象事業の種類 

「猪名川上流広域ごみ処理施設組合が設置するごみ処理施設に係る環境影響評価の実

施手続に関する条例」の対象となる焼却施設及びリサイクルプラザの建設 
 

(4)対象事業の規模 

焼 却 施 設：235ｔ／日 (117.5t／日×2炉、灰溶融炉付き) 

リサイクルプラザ：84.0ｔ／5h 

 

(5)対象事業の目的 

兵庫県川西市、同川辺郡猪名川町、大阪府豊能郡豊能町及び能勢町の 1市 3町は、川西

市における施設の老朽化や豊能郡におけるダイオキシン汚染等を契機に、環境を共有する

地域として、共同で新たなごみ処理施設を建設することにした。 
本事業は、焼却施設及びリサイクルプラザを建設し稼働させることにより、ごみ処理施

設から排出される有害物質等による環境負荷を現状より低減させるとともに、一般廃棄物

の安定的かつ適正な処理及びリサイクルを行い、循環型社会の構築に寄与することを目的

とする。 
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図 1.2.1 対象事業区域 
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２．対象事業等の工事の進行状況 

対象事業の工事の全体工程を表 2.1.1に示す。 

平成 19年度は、ごみ処理施設建設工事を実施した。 

 

 

表 2.1.1 工事工程表 
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写真 2.1.1 工事実施状況写真 
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３．事後調査の期間 

工事中における事後調査の項目別の実施期間を表 3.1に示す。 

 

表 3.1 事後調査の実施期間（工事中） 

項  目 環 境 要 素 項 目 実施期間 

排出源モニタリング 騒 音 工事騒音 平成 17年度～平成20年度 

 振 動 工事振動 平成 17年度～平成20年度 

環境モニタリング 大 気 汚 染 気 象 平成 17年度～平成20年度 

  大気質 平成 17年度～平成20年度 

 水 質 汚 濁 降雨時水質 平成 17年度～平成20年度 

  平常時水質 平成 17年度 

 騒 音 環境騒音 平成 17年度～平成20年度 

  環境騒音（発破） 平成 18年度 

  道路交通騒音 平成 17年度～平成20年度 

 振 動 環境振動 平成 17年度～平成20年度 

  環境振動（発破） 平成 18年度 

  道路交通振動 平成 17年度～平成20年度 

 低 周 波 音 環境（発破） 平成 18年度 

クモノスシダ 平成 18年度～平成20年度  陸 生 植 物 

ヤマザクラ 平成 18年度～平成20年度 

 陸 生 動 物 コウモリ 平成 18年度～平成20年度 

  ヒメボタル 平成 18年度～平成20年度 
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４．事後調査計画 

工事中における事後調査計画は、表 4.1.1のとおりである。 

 

表 4.1.1 工事中における事後調査計画 

項  目 環 境 要 素  現地調査項目 現地調査地点 
現地調査の 

時期・頻度 

排出源モニ

タリング 

騒 音 工事騒音 騒音ﾚﾍﾞﾙ 事業区域敷地境

界の 1地点 

2 回/年 

 振 動 工事振動 振動ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 2 回/年 

環境モニタ

リング 

大 気 汚 染 気 象 風向・風速 周辺地域 1地点 4 季各 7日間 

  大気質 窒素酸化物,浮遊粒子状物質,

光化学オキシダント 

周辺地域 1地点 4 季各 7日間 

 水 質 汚 濁 降雨時 

水質 

浮遊物質量,透視度,濁度, 水

素イオン濃度(pH),鉛（溶解性、

懸濁性の別）,砒素（溶解性、

懸濁性の別）,硫酸イオン,化学

的酸素要求量,銅（溶解性、懸

濁性の別） 

事業区域支川 12回/年 

 

硫酸イオン,化学

的酸素要求量,銅

（溶解性、懸濁性

の別）は必要に応

じて実施 

  平常時 

水質 

水素イオン濃度(pH),ｶﾄﾞﾐｳﾑ ,

鉛,砒素,総水銀,ｾﾚﾝ,ふっ素,

塩素イオン,銅,亜鉛,硫酸ｲｵﾝ, 

透視度,濁度, 化学的酸素要

求量, 浮遊物質量,全りん 

同上 1 回(工事実施前) 

 騒 音 環境騒音 騒音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の 1 地

点 

2 回/年 

  環境騒音 

（発破） 

発破実施時の騒音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の２地

点 

発破実施時 

  道路交通

騒音 

騒音ﾚﾍﾞﾙ,交通量 県道野間出野一

庫線の計 2地点 

2 回/年 

 振 動 環境振動 振動ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 2 回/年 

  環境振動 

（発破） 

発破実施時の振動ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の２地

点 

発破実施時 

  道路交通

振動 

振動ﾚﾍﾞﾙ 道路交通騒音と

同じ 

2 回/年 

 低 周 波 音 環境 

（発破） 

発破実施時の低周波音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の２地

点 

発破実施時 

クモノス

シダ 

影響確認調査 周辺地域 適宜実施  陸 生 植 物 

ヤマザク

ラ 

影響確認調査 周辺地域 適宜実施 

 陸 生 動 物 コウモリ 坑道跡内における個体の確認 造成区域内 適宜実施 

  ヒメボタ

ル 

造成工事による改変がヒメボ

タル個体群へ与える影響 

造成区域内 適宜実施 
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５．事後調査の内容 

5.1大気質 

(1)調査項目 

調査項目は、工事中の影響又は施設稼働前の現状把握をを対象とし、表 2.1.1 に示すと

おりとした。 

 

表 5.1.1 大気質調査項目 

対  象 分 類 調  査  項  目 

大気質 

窒素酸化物（一酸化窒素(NO)，二酸化窒素(NO2)） 

浮遊粒子状物質（SPM） 

光化学オキシダント(OX) 

工事用機械の稼働、工事

車両の通行に伴う大気質

の影響調査 
地上気象 風向、風速 

大気質 

二酸化硫黄（SO２） 

窒素酸化物（一酸化窒素(NO)，二酸化窒素(NO2)） 

浮遊粒子状物質（SPM） 

光化学オキシダント(OX) 

焼却施設稼動前の現状把

握のための大気質調査 

地上気象 風向・風速 
注）光化学オキシダントについては、環境影響評価書での事後調査計画では、調査対象項目としていなか 

ったが、現況調査時に環境基準を上回る値が観測されたため、環境保全委員会での意見を踏まえ、参 
考として測定した。 

 

(2)調査方法 

大気質の測定方法は、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和 48 年環境庁告示第

25号）、「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53年７月 11日環境庁告示第 38号）

等に準拠し、表 5.1.2に示すとおり実施した。 

気象の測定は、「地上気象観測指針」（平成 14年,気象庁）に準拠し、表 5.1.2に示すと

おり実施した。 

 

表 5.1.2 大気質の測定方法 

調 査 項 目 測    定    方    法 採取口高さ 

二酸化硫黄 
昭和 48 年 5 月 8 日環境庁告示第 25 号 別表 紫

外線蛍光法（JIS B 7952：2004 ） 
地上 1.5m 

窒素酸化物 
昭和 53 年 7 月 11 日環境庁告示第 38 号 化学発

光法（JIS B 7953：2004 ） 
地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 
昭和 48 年 5 月 8 日環境庁告示第 25 号 別表 ベ

ータ線吸収法（JIS B 7954：2001 ） 
地上 3.0m 

光化学オキシダント 
昭和 48 年 5 月 8 日環境庁告示第 25 号 別表 紫

外線吸収法（JIS B 7957：2006 ） 
地上 1.5m 
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(3)調査期間 

調査期間は、表 5.1.3に示す期間とし、調査開始日の 0時から調査終了日の 24時までの

連続測定とした。 

 

表 5.1.3 調査内容 

対 象 調査期間 

春季 平成 19 年 5 月 24 日（木）～平成 19 年 5 月 30 日（水） 

夏季 平成 19 年 8 月 21 日（火）～平成 19 年 8 月 27 日（月） 

秋季 平成 19 年 11 月 6 日（火）～平成 19 年 11 月 12 日（月） 

工事用機械の稼働、工

事車両の通行に伴う

大気質の影響調査 
冬季 平成 20 年 1 月 22 日（火）～平成 20 年 1 月 28 日（月）注１） 

焼却施設稼動前の現

状把握のための大気

質調査 

冬季 
平成 20 年 1 月 22 日（火）～平成 20 年 1 月 28 日（月） 

平成 20 年 2 月 2 日（土）～平成 20 年 2 月 8 日（金）注２） 

注１）工事用機械の稼働、工事車両の通行に伴う大気質の影響調査の国崎地点における冬季調査は、焼

却施設稼動前の現状把握のための大気質調査と兼ねている。 

注 2）焼却施設稼動前の現状把握のための大気質調査における千軒の調査地点において欠測が生じたた

め、千軒の地点については 2月 2日～2月 8日に全ての項目について再測定を実施した。その他

の地点については、全て 1月 22日～１月 28日に実施した。 

 

(4)調査地点 

調査地点の位置を表 5.1.4、図 5.1.1 に示す。 

 

表 5.1.4 調査地点 

対 象 調査地点 

工事用機械の稼働、工事車両の

通行に伴う大気質の影響調査 
国崎 

焼却施設稼動前の現状把握の

ための大気質調査 

①一庫 
②国崎注１） 
③黒川 
④野間出野 
⑤下田尻 
⑥千軒 
⑦新光風台 
⑧丸山台 
⑨上杉口 

注１）工事用機械の稼働、工事車両の通行に伴う大気質の影響調査の国崎地

点と焼却施設稼動前の現状把握のための大気質調査の国崎地点は同

一地点。 
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図 5.1.1 大気質調査地点位置図 
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(5)調査結果 

1) 工事用機械の稼働、工事車両の通行に伴う大気質の影響調査（調査地点：国崎） 

①日別調査結果 

ア．春 季［平成 19年 5月 24日（木）～平成 19年 5月 30日（水）］ 

 

月 日 

項 目 

5 月 

24日 

5 月 

25日 

5 月 

26日 

5 月 

27日 

5 月 

28日 

5 月 

29日 

5 月 

30日 
期間 環境基準

最高値 0.003  0.007  0.003  0.003  0.001  0.001  0.002  0.007  ― 

平均値 0.002  0.003  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.011  0.016  0.010  0.008  0.010  0.004  0.010  0.016  ― 

平均値 0.006  0.005  0.004  0.003  0.002  0.003  0.004  0.004  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.003  0.001  0.001  0.000  0.000  0.001  0.001  0.000  ― 

最高値 0.013  0.023  0.013  0.011  0.011  0.005  0.012  0.023  ― 

平均値 0.008  0.008  0.006  0.004  0.003  0.004  0.005  0.006  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.005  0.003  0.003  0.001  0.001  0.002  0.002  0.001  ― 

最高値 0.043  0.031  0.143  0.102  0.034  0.095  0.043  0.143  0.200  

平均値 0.028  0.016  0.067  0.066  0.016  0.028  0.018  0.034  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.014  0.003  0.005  0.000  0.000  0.008  0.005  0.000  ― 

最高値 0.099  0.035  0.078  0.078  0.063  0.064  0.065  0.099  0.060  

平均値 
(0.060) 

0.049  

(0.022) 

0.022  

(0.046) 

0.036  

(0.055) 

0.045  

(0.045) 

0.043  

(0.046) 

0.040  

(0.039) 

0.035  

(0.045) 

0.039  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.020  0.008  0.010  0.010  0.029  0.020  0.018  0.008  ― 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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イ．夏 季［平成 19年 8月 21日（火）～平成 19年 8月 27日（月）］ 

 

月 日 

項 目 

8 月 

21日 

8 月 

22日 

8 月 

23日 

8 月 

24日 

8 月 

25日 

8 月 

26日 

8 月 

27日 
期間 環境基準

最高値 0.006  0.006  0.003  0.004  0.008  0.003  0.003  0.008  ― 

平均値 0.003  0.004  0.003  0.003  0.004  0.002  0.002  0.003  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.006  0.007  0.004  0.008  0.005  0.003  0.005  0.008  ― 

平均値 0.004  0.004  0.002  0.003  0.002  0.001  0.003  0.003  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.001  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  ― 

最高値 0.010  0.012  0.007  0.011  0.009  0.006  0.007  0.012  ― 

平均値 0.007  0.007  0.005  0.005  0.006  0.003  0.005  0.005  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.005  0.005  0.003  0.002  0.003  0.001  0.003  0.001  ― 

最高値 0.053  0.044  0.022  0.030  0.046  0.037  0.050  0.053  0.200  

平均値 0.035  0.025  0.017  0.022  0.026  0.027  0.037  0.027  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.017  0.010  0.006  0.013  0.013  0.012  0.021  0.006  ― 

最高値 0.078  0.078  0.054  0.078  0.082  0.053  0.102  0.102  0.060  

平均値 
(0.051) 
0.037  

(0.042) 
0.031  

(0.032) 
0.025  

(0.039) 
0.028  

(0.042) 
0.030  

(0.031) 
0.024  

(0.061) 
0.045  

(0.043) 
0.031  

― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.003  0.009  0.003  0.001  0.007  0.008  0.001  ― 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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 ウ．秋 季［平成 19年 11月 6日（火）～平成 19年 11月 12日（月）］ 

 

月 日 

項 目 

11月 

6 日 

11月 

7 日 

11月 

8 日 

11月 

9 日 

11月 

10日 

11月 

11日 

11月 

12日 
期間 環境基準

最高値 0.001  0.001  0.002  0.001  0.003  0.002  0.004  0.004  ― 

平均値 0.000  0.000  0.001  0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.004  0.003  0.019  0.004  0.023  0.006  0.007  0.023  ― 

平均値 0.002  0.001  0.006  0.002  0.007  0.002  0.002  0.003  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.000  0.000  0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.004  0.003  0.020  0.004  0.024  0.006  0.011  0.024  ― 

平均値 0.002  0.001  0.007  0.002  0.008  0.002  0.003  0.003  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.000  0.000  0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.025  0.025  0.038  0.043  0.043  0.038  0.022  0.043  0.200  

平均値 0.016  0.014  0.022  0.028  0.032  0.026  0.013  0.022  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.006  0.003  0.009  0.013  0.016  0.005  0.006  0.003  ― 

最高値 0.042  0.049  0.054  0.056  0.051  0.050  0.044  0.056  0.060  

平均値 
(0.035) 
0.032  

(0.043) 
0.040  

(0.032) 
0.026  

(0.047) 
0.044  

(0.032) 
0.030  

(0.033) 
0.028  

(0.033) 
0.031  

(0.036) 
0.033  

― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.015  0.015  0.011  0.027  0.008  0.004  0.011  0.004  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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エ．冬 季［平成 20年 1月 22日（火）～平成 20年 1月 28日（月）］ 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.003  0.011  0.006  0.001  0.012  0.007  0.006  0.012  ― 

平均値 0.001  0.002  0.001  0.000  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.006  0.025  0.018  0.001  0.004  0.001  0.020  0.025  ― 

平均値 0.002  0.009  0.003  0.001  0.001  0.001  0.006  0.003  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.008  0.036  0.019  0.002  0.016  0.008  0.022  0.036  ― 

平均値 0.002  0.010  0.004  0.001  0.002  0.001  0.007  0.004  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.023  0.027  0.038  0.019  0.023  0.022  0.039  0.039  0.200  

平均値 0.014  0.014  0.017  0.011  0.010  0.012  0.015  0.013  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.003  0.005  0.001  0.003  0.002  0.005  0.006  0.001  ― 

最高値 0.034  0.025  0.041  0.038  0.034  0.038  0.032  0.041  0.060  

平均値 
(0.022) 
0.019  

(0.019) 
0.017  

(0.034) 
0.029  

(0.032) 
0.028  

(0.026) 
0.023  

(0.027) 
0.023  

(0.021) 
0.018  

(0.026) 
0.023  

― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.008  0.008  0.006  0.016  0.008  0.009  0.009  0.006  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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②工事前との比較 

本年度の調査結果を環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17 年度及び平成

18年度）の調査結果とあわせ以下に示す。 

 

ア．窒素酸化物 

a）二酸化窒素（NO２） 

 

1 時間値 日平均値 

調査時期 

期 間 

平均値 

(ppm) 

最高値 

(ppm) 

最高値 

(ppm) 

0.04ppm 以 上

0.06ppm 以下の

日数(日) 

0.06ppmを超え

た日数 

(日) 

春季 0.003 0.025 0.007 ○ 0 0 
夏季 0.006 0.023 0.008 ○ 0 0 

秋季 0.006 0.027 0.011 ○ 0 0 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.005 0.024 0.010 ○ 0 0 

夏季 0.005 0.030 0.012 ○ 0 0 

秋季 0.002 0.013 0.004 ○ 0 0 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.006 0.048 0.018 ○ 0 0 

春季 0.004 0.027 0.010 ○ 0 0 

夏季 0.003 0.021 0.007 ○ 0 0 

秋季 0.005 0.022 0.008 ○ 0 0 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.008 0.050 0.027 ○ 0 0 

春季 0.004 0.016 0.006 ○ 0 0 

夏季 0.003 0.008 0.004 ○ 0 0 

秋季 0.003 0.023 0.007 ○ 0 0 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.003 0.025 0.009 ○ 0 0 

環境基準（ppm） － 0.04～0.06のゾーン内またはそれ以下 
注）○：環境基準値以下、●：環境基準値超過を示す。 

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14年 8月 2 日(金)～8 月 8 日(木) 

秋季：平成 14年 11月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1月 30 日(木)～2 月 5 日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17 年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18年度） 

春季：平成 18年 6月 1 日(木)～6 月 7 日(水)  夏季：平成 18年 8月 23 日(水)～8 月 29 日(火) 

秋季：平成 18年 11月 6 日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10 日(水)～1 月 16 日(火) 
（平成 19年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8 月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19年 11月 6 日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22 日(火)～1 月 28 日(月) 
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b）一酸化窒素（NO） 

 

1 時間値 日平均値 調査 

時期 

期間平均値 

(ppm) 最高値(ppm) 最高値(ppm) 

春季 0.001 0.006 0.002 

夏季 0.002 0.013 0.003 

秋季 0.003 0.018 0.004 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.002 0.010 0.003 

夏季 0.002 0.018 0.006 

秋季 0.000 0.010 0.001 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.003 0.056 0.016 

春季 0.000 0.003 0.001 

夏季 0.002 0.009 0.004 

秋季 0.001 0.014 0.003 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.002 0.020 0.007 

春季 0.002 0.007 0.003 
夏季 0.003 0.008 0.004 

秋季 0.000 0.004 0.001 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.001 0.012 0.002 
【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14年 8月 2 日(金)～8 月 8 日(木) 

秋季：平成 14年 11月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1月 30 日(木)～2 月 5 日(水) 
【工事中の調査日】 
（平成 17年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17 年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18年度） 

春季：平成 18年 6月 1 日(木)～6 月 7 日(水)  夏季：平成 18年 8月 23 日(水)～8 月 29 日(火) 

秋季：平成 18年 11月 6 日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10 日(水)～1 月 16 日(火) 
（平成 19年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8 月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19年 11月 6 日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22 日(火)～1 月 28 日(月) 
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c）窒素酸化物（NOｘ） 

 

1 時間値 日平均値 
調査時期 

期間平均値 

(ppm) 最高値(ppm) 最高値(ppm) 

春季 0.004 0.029 0.008 

夏季 0.008 0.027 0.010 

秋季 0.009 0.036 0.014 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.007 0.031 0.013 

夏季 0.007 0.033 0.018 

秋季 0.002 0.015 0.005 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.009 0.101 0.034 

春季 0.004 0.028 0.010 

夏季 0.005 0.026 0.011 

秋季 0.006 0.026 0.010 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.011 0.065 0.034 

春季 0.006 0.023 0.008 
夏季 0.005 0.012 0.007 

秋季 0.003 0.024 0.008 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.004 0.041 0.011 
【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14年 8月 2 日(金)～8 月 8 日(木) 

秋季：平成 14年 11月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1月 30 日(木)～2 月 5 日(水) 
【工事中の調査日】 
（平成 17年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17 年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18年度） 

春季：平成 18年 6月 1 日(木)～6 月 7 日(水)  夏季：平成 18年 8月 23 日(水)～8 月 29 日(火) 

秋季：平成 18年 11月 6 日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10 日(水)～1 月 16 日(火) 
（平成 19年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8 月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19年 11月 6 日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22 日(火)～1 月 28 日(月) 
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イ．浮遊粒子状物質（SPM） 

 

1 時間値 日平均値 

調査時期 

期 間 

平均値 

(mg/m3) 
最高値 

(mg/m3) 

0.20mg/m3 を超

えた時間数(時

間) 

最高値 

(mg/m3) 

0.10mg/m3を 

超えた日数 

(日) 

春季 0.021 0.073 ○ 0 0.041 ○ 0 

夏季 0.018 0.039 ○ 0 0.024 ○ 0 

秋季 0.024 0.138 ○ 0 0.064 ○ 0 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.014 0.129 ○ 0 0.030 ○ 0 

夏季 0.031 0.076 ○ 0 0.045 ○ 0 

秋季 0.014 0.043 ○ 0 0.025 ○ 0 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.014 0.040 ○ 0 0.024 ○ 0 

春季 0.041 0.297 ● 1 0.059 ○ 0 

夏季 0.027 0.123 ○ 0 0.034 ○ 0 
秋季 0.022 0.084 ○ 0 0.040 ○ 0 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.026 0.116 ○ 0 0.048 ○ 0 
春季 0.034 0.143 ○ 0 0.067 ○ 0 

夏季 0.027 0.053 ○ 0 0.037 ○ 0 
秋季 0.022 0.043 ○ 0 0.032 ○ 0 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.018 0.048 ○ 0 0.022  0 

環境基準（mg/m3） 0.20以下 0.10以下 
注）○：環境基準値以下、●：環境基準値超過を示す。 

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14年 8月 2 日(金)～8 月 8 日(木) 

秋季：平成 14年 11月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1月 30 日(木)～2 月 5 日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17 年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18年度） 

春季：平成 18年 6月 1 日(木)～6 月 7 日(水)  夏季：平成 18年 8月 23 日(水)～8 月 29 日(火) 

秋季：平成 18年 11月 6 日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10 日(水)～1 月 16 日(火) 
（平成 19年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8 月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19年 11月 6 日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22 日(火)～1 月 28 日(月) 
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ウ．光化学オキシダント（Ox） 

 

昼間の 1時間値が

0.06ppmを超えた 

時間数及び日数 

昼間の 1時間値が

0.12ppmを超えた 

時間数及び日数 
調査地点 

昼間の 1時間値

の期間平均値 

(ppm) 

昼間の 1時間値

の最高値 

(ppm) 
時間数 日数 時間数 日数 

春季 0.039 0.065 3 1 0 0 

夏季 0.023 0.085 2 1 0 0 

秋季 0.033 0.064 2 1 0 0 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.032 0.065 2 1 0 0 

夏季 0.037 0.077 11 3 0 0 

秋季 0.017 0.031 0 0 0 0 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.006 0.013 0 0 0 0 

春季 0.062 0.096 57 7 0 0 

夏季 0.041 0.096 12 3 0 0 

秋季 0.030 0.055 0 0 0 0 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.026 0.053 0 0 0 0 

春季 0.044 0.099 25 6 0 0 

夏季 0.041 0.102 28 5 0 0 

秋季 0.036 0.056 0 0 0 0 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.030 0.044 0 0 0 0 
注 1）昼間とは 5時～20時。 

注 2）光化学オキシダント（Ox）の測定法：環境影響評価時（工事前）は湿式法、工事中（H17,H18,H19）は乾式法。 

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14年 8月 2 日(金)～8 月 8 日(木) 

秋季：平成 14年 11月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1月 30 日(木)～2 月 5 日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17 年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18年度） 

春季：平成 18年 6月 1 日(木)～6 月 7 日(水)  夏季：平成 18年 8月 23 日(水)～8 月 29 日(火) 

秋季：平成 18年 11月 6 日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10 日(水)～1 月 16 日(火) 
（平成 19年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8 月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19年 11月 6 日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22 日(火)～1 月 28 日(月) 
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③工事用機械の稼働、工事車両の通行に伴う大気質の影響調査のまとめ 
ア．二酸化窒素 

二酸化窒素の調査結果は、４季とも環境基準を下回る値であった。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較で

は、今回調査結果は若干低めの値となった。 

 

イ．浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質の調査結果は、日平均値、1 時間値ともに全て環境基準値を下回

る値であった。 

春季の 1 時間値が高い値を示した時間があったが、当日は広域的に黄砂が観測さ

れており、この影響を受けたことが考えられる。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較で

は、浮遊粒子状物質の場合変動が大きいためバラツキがあるがほぼ同程度の値とな

っている。 

 

ウ．光化学オキシダント 

光化学オキシダントの調査結果は、春季及び夏季において昼間の一時間値が環境

基準値である 0.060ppm を超える期間が観測されたが、周辺の観測局においても同様

な傾向にあり、広域的な影響によるものと推察される。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較は

春季、夏季において、今回調査結果は、最も高い値を示していたが、秋季及び冬季

においてはほぼ中間の値となっている。 
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2) 焼却施設稼動前の現状把握のための大気質調査 

①日別調査結果 

ア．一庫 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.002  0.003  0.004  0.002  0.002  0.002  0.002  0.004  0.1 

平均値 0.002  0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.002  0.013  0.000  0.000  0.002  0.001  0.003  0.013  ― 

平均値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.007  0.028  0.019  0.002  0.006  0.003  0.020  0.028  ― 

平均値 0.003  0.009  0.004  0.001  0.002  0.001  0.008  0.004  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.009  0.041  0.019  0.002  0.007  0.003  0.022  0.041  ― 

平均値 0.003  0.011  0.004  0.001  0.002  0.002  0.008  0.004  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.035  0.044  0.048  0.030  0.032  0.037  0.035  0.048  0.200  

平均値 0.015  0.022  0.022  0.015  0.016  0.016  0.017  0.018  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.007  0.010  0.010  0.006  0.007  0.006  0.007  0.006  ― 

最高値 0.038  0.031  0.044  0.042  0.039  0.042  0.032  0.044  0.060  

平均値 
(0.027) 

0.024  

(0.022) 

0.020  

(0.038) 

0.032  

(0.038) 

0.035  

(0.030) 

0.029  

(0.033) 

0.029  

(0.024) 

0.022  

(0.030) 

0.027  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.011  0.004  0.005  0.025  0.013  0.017  0.013  0.004  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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イ．国崎 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.002  0.001  0.003  0.001  0.001  0.001  0.001  0.003  0.1 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.003  0.011  0.006  0.001  0.012  0.007  0.006  0.012  ― 

平均値 0.001  0.002  0.001  0.000  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.006  0.025  0.018  0.001  0.004  0.001  0.020  0.025  ― 

平均値 0.002  0.009  0.003  0.001  0.001  0.001  0.006  0.003  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.008  0.036  0.019  0.002  0.016  0.008  0.022  0.036  ― 

平均値 0.002  0.010  0.004  0.001  0.002  0.001  0.007  0.004  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.023  0.027  0.038  0.019  0.023  0.022  0.039  0.039  0.200  

平均値 0.014  0.014  0.017  0.011  0.010  0.012  0.015  0.013  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.003  0.005  0.001  0.003  0.002  0.005  0.006  0.001  ― 

最高値 0.034  0.025  0.041  0.038  0.034  0.038  0.032  0.041  0.060  

平均値 
(0.022) 

0.019  

(0.019) 

0.017  

(0.034) 

0.029  

(0.032) 

0.028  

(0.026) 

0.023  

(0.027) 

0.023  

(0.021) 

0.018  

(0.026) 

0.023  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.008  0.008  0.006  0.016  0.008  0.009  0.009  0.006  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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ウ．黒川 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.001  0.002  0.003  0.001  0.001  0.001  0.001  0.003  0.1 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.000  ― 

最高値 0.001  0.013  0.000  0.000  0.001  0.000  0.003  0.013  ― 

平均値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.004  0.028  0.015  0.002  0.004  0.003  0.017  0.028  ― 

平均値 0.002  0.008  0.003  0.001  0.001  0.001  0.006  0.003  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.000  0.001  0.001  0.001  0.000  ― 

最高値 0.005  0.041  0.015  0.002  0.005  0.003  0.018  0.041  ― 

平均値 0.003  0.009  0.003  0.001  0.002  0.001  0.007  0.004  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.000  0.001  0.001  0.001  0.000  ― 

最高値 0.022  0.023  0.028  0.013  0.015  0.059  0.018  0.059  0.200  

平均値 0.010  0.011  0.015  0.008  0.007  0.012  0.011  0.011  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.004  0.006  0.006  0.003  0.003  0.004  0.005  0.003  ― 

最高値 0.036  0.029  0.042  0.040  0.037  0.040  0.037  0.042  0.060  

平均値 
(0.025) 

0.021  

(0.021) 

0.019  

(0.036) 

0.031  

(0.035) 

0.030  

(0.028) 

0.025  

(0.030) 

0.025  

(0.023) 

0.020  

(0.028) 

0.024  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.008  0.004  0.005  0.017  0.010  0.012  0.007  0.004  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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エ．野間出野 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.002  0.003  0.005  0.002  0.002  0.002  0.002  0.005  0.1 

平均値 0.002  0.002  0.003  0.002  0.002  0.001  0.001  0.002  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.001  0.004  0.000  0.001  0.002  0.001  0.004  0.004  ― 

平均値 0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.005  0.021  0.016  0.003  0.004  0.004  0.019  0.021  ― 

平均値 0.003  0.008  0.004  0.001  0.002  0.002  0.006  0.004  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.006  0.025  0.016  0.004  0.005  0.004  0.021  0.025  ― 

平均値 0.003  0.009  0.005  0.002  0.002  0.002  0.007  0.004  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.014  0.048  0.038  0.013  0.021  0.016  0.017  0.048  0.200  

平均値 0.009  0.013  0.016  0.007  0.007  0.010  0.011  0.010  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.003  0.005  0.004  0.003  0.002  0.004  0.006  0.002  ― 

最高値 0.036  0.029  0.043  0.042  0.038  0.040  0.035  0.043  0.060  

平均値 
(0.024) 

0.021  

(0.024) 

0.020  

(0.037) 

0.032  

(0.036) 

0.033  

(0.026) 

0.025  

(0.029) 

0.024  

(0.022) 

0.019  

(0.028) 

0.025  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.009  0.007  0.010  0.018  0.010  0.010  0.007  0.007  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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オ．下田尻 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.004  0.004  0.005  0.003  0.003  0.003  0.003  0.005  0.1 

平均値 0.002  0.003  0.003  0.002  0.002  0.002  0.002  0.002  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.002  0.002  0.001  0.001  0.002  0.001  ― 

最高値 0.002  0.002  0.002  0.002  0.002  0.002  0.002  0.002  ― 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.026  0.022  0.015  0.009  0.017  0.007  0.033  0.033  ― 

平均値 0.008  0.010  0.006  0.003  0.004  0.003  0.013  0.007  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.001  0.000  0.001  0.000  0.001  0.000  ― 

最高値 0.026  0.023  0.016  0.009  0.018  0.008  0.035  0.035  ― 

平均値 0.009  0.011  0.007  0.004  0.005  0.004  0.014  0.008  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.003  0.002  0.000  0.002  0.000  0.002  0.000  ― 

最高値 0.020  0.011  0.013  0.005  0.012  0.017  0.016  0.020  0.200  

平均値 0.008  0.004  0.006  0.002  0.004  0.006  0.006  0.005  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  0.000  ― 

最高値 0.031  0.024  0.037  0.036  0.035  0.037  0.029  0.037  0.060  

平均値 
(0.018) 

0.016  

(0.019) 

0.016  

(0.031) 

0.027  

(0.031) 

0.027  

(0.024) 

0.021  

(0.025) 

0.020  

(0.017) 

0.015  

(0.024) 

0.020  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.006  0.008  0.011  0.003  0.007  0.003  0.002  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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カ．千軒 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.001  0.001  0.003  0.001  0.000  0.001  0.001  0.003  0.1 

平均値 0.000  0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.008  0.004  0.006  0.002  0.009  0.002※ ― 0.009  ― 

平均値 0.003  0.002  0.003  0.002  0.003  0.002※ ― 0.003  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.002※ ― 0.001  ― 

最高値 0.012  0.024  0.019  0.009  0.014  0.006※ ― 0.024  ― 

平均値 0.006  0.011  0.005  0.003  0.005  0.006※ ― 0.006  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.005  0.001  0.001  0.001  0.006※ ― 0.001  ― 

最高値 0.020  0.027  0.023  0.011  0.023  0.008※ ― 0.027  ― 

平均値 0.009  0.013  0.007  0.005  0.008  0.008※ ― 0.008  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.004  0.007  0.003  0.002  0.002  0.008※ ― 0.002  ― 

最高値 0.019  0.030  0.038  0.018  0.020  0.027  0.027  0.038  0.200  

平均値 0.007  0.009  0.019  0.007  0.006  0.007  0.011  0.010  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.037  0.029  0.044  0.041  0.038  0.042  0.035  0.044  0.060  

平均値 
(0.024) 

0.019  

(0.022) 

0.019  

(0.037) 

0.031  

(0.036) 

0.031  

(0.027) 

0.023  

(0.030) 

0.025  

(0.020) 

0.017  

(0.028) 

0.024  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.004  0.005  0.004  0.016  0.004  0.010  0.004  0.004  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 

※：1/27 の NO, NO2, NOXの測定結果は、1時台（0:00～1:00）のみによる結果。 

1/27 の 2 時台（1:00～2:00）～1/28 の 24 時台（23:00～24:00）の間は、NO, NO2, NOXにの測定結果が不良と

なったため、2/2～2/8に再測定を実施した。 
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キ．新光風台 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.002  0.002  0.003  0.001  0.001  0.002  0.001  0.003  0.1 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.001  0.000  0.000  0.001  0.001  0.000  ― 

最高値 0.001  0.011  0.001  0.000  0.003  0.000  0.002  0.011  ― 

平均値 0.000  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.001  0.000  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.007  0.029  0.019  0.003  0.008  0.007  0.019  0.029  ― 

平均値 0.003  0.010  0.004  0.002  0.002  0.003  0.008  0.005  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.001  ― 

最高値 0.008  0.040  0.019  0.003  0.011  0.007  0.020  0.040  ― 

平均値 0.003  0.011  0.004  0.002  0.002  0.003  0.008  0.005  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.001  ― 

最高値 0.032  0.041  0.045  0.026  0.048  0.043  0.036  0.048  0.200  

平均値 0.018  0.023  0.027  0.016  0.021  0.018  0.021  0.021  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.009  0.009  0.011  0.010  0.007  0.006  0.009  0.006  ― 

最高値 0.037  0.029  0.043  0.041  0.038  0.041  0.031  0.043  0.060  

平均値 
(0.027) 

0.026  

(0.021) 

0.018  

(0.036) 

0.031  

(0.036) 

0.034  

(0.031) 

0.030  

(0.034) 

0.030  

(0.022) 

0.021  

(0.029) 

0.027  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 
最低値 0.015  0.004  0.005  0.024  0.012  0.019  0.011  0.004  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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ク．丸山台 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.1 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.000  0.000  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.004  0.010  0.002  0.002  0.004  0.003  0.007  0.010  ― 

平均値 0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.001  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.011  0.027  0.021  0.003  0.007  0.011  0.021  0.027  ― 

平均値 0.005  0.011  0.005  0.002  0.002  0.002  0.011  0.005  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.004  0.001  0.001  0.001  0.001  0.004  0.001  ― 

最高値 0.015  0.037  0.022  0.004  0.011  0.012  0.024  0.037  ― 

平均値 0.007  0.013  0.006  0.003  0.003  0.004  0.013  0.007  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.003  0.005  0.002  0.002  0.002  0.002  0.005  0.002  ― 

最高値 0.011  0.020  0.026  0.017  0.010  0.012  0.024  0.026  0.200  

平均値 0.004  0.008  0.013  0.004  0.002  0.004  0.009  0.006  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.036  0.031  0.043  0.040  0.039  0.043  0.034  0.043  0.060  

平均値 
(0.026) 

0.024  

(0.021) 

0.019  

(0.038) 

0.033  

(0.037) 

0.036  

(0.034) 

0.034  

(0.035) 

0.032  

(0.023) 

0.022  

(0.031) 

0.028  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.013  0.008  0.007  0.028  0.021  0.017  0.013  0.007  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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ケ．上杉口 

 

月 日 

項 目 

1 月 

22日 

1 月 

23日 

1 月 

24日 

1 月 

25日 

1 月 

26日 

1 月 

27日 

1 月 

28日 
期間 環境基準

最高値 0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  0.002  0.1 

平均値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.012  0.003  0.002  0.003  0.033  0.005  0.025  0.033  ― 

平均値 0.004  0.002  0.001  0.001  0.004  0.002  0.004  0.003  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.015  0.022  0.016  0.010  0.017  0.007  0.018  0.022  ― 

平均値 0.008  0.009  0.004  0.002  0.005  0.003  0.011  0.006  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.003  0.001  0.000  0.000  0.000  0.002  0.000  ― 

最高値 0.026  0.025  0.018  0.013  0.050  0.012  0.041  0.050  ― 

平均値 0.012  0.011  0.005  0.004  0.009  0.005  0.016  0.009  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.005  0.002  0.001  0.001  0.001  0.004  0.001  ― 

最高値 0.011  0.022  0.038  0.011  0.012  0.020  0.024  0.038  0.200  

平均値 0.006  0.009  0.015  0.006  0.006  0.008  0.010  0.009  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.001  0.002  0.002  0.002  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.035  0.028  0.041  0.040  0.037  0.041  0.034  0.041  0.060  

平均値 
(0.021) 

0.017  

(0.022) 

0.018  

(0.036) 

0.030  

(0.035) 

0.031  

(0.025) 

0.021  

(0.029) 

0.023  

(0.018) 

0.015  

(0.027) 

0.022  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.004  0.006  0.015  0.001  0.008  0.001  0.001  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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コ．千軒（再測定） 

 

月 日 

項 目 

2 月 

2 日 

2 月 

3 日 

2 月 

4 日 

2 月 

5 日 

2 月 

6 日 

2 月 

7 日 

2 月 

8 日 
期間 環境基準

最高値 0.004  0.002  0.003  0.002  0.004  0.003  0.001  0.004  0.1 

平均値 0.002  0.001  0.001  0.001  0.002  0.001  0.001  0.001  0.04 

二酸化硫黄 

 

SO２ 

 

（ppm） 最低値 0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

最高値 0.003  0.001  0.008  0.021  0.006  0.012  0.008  0.021  ― 

平均値 0.001  0.000  0.001  0.003  0.001  0.001  0.001  0.001  ― 

一酸化窒素 

 

NO 

 

（ppm） 最低値 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  ― 

最高値 0.011  0.006  0.011  0.015  0.013  0.017  0.013  0.017  ― 

平均値 0.006  0.003  0.007  0.006  0.007  0.004  0.006  0.006  
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

 

NO2 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.001  0.003  0.002  0.002  0.001  0.002  0.001  ― 

最高値 0.011  0.006  0.018  0.035  0.016  0.029  0.021  0.035  ― 

平均値 0.007  0.003  0.008  0.009  0.008  0.005  0.007  0.007  ― 

窒素酸化物 

 

NOx 

 

（ppm） 最低値 0.002  0.001  0.003  0.002  0.002  0.001  0.002  0.001  ― 

最高値 0.019  0.011  0.023  0.019  0.037  0.021  0.014  0.037  0.200  

平均値 0.011  0.005  0.011  0.010  0.016  0.012  0.010  0.011  0.100  

浮遊粒子状物質

 

SPM 

 

（mg/m3） 最低値 0.005  0.000  0.003  0.004  0.005  0.002  0.003  0.000  ― 

最高値 0.043  0.043  0.047  0.049  0.042  0.047  0.043  0.049  0.060  

平均値 
(0.026) 

0.021  

(0.033) 

0.029  

(0.028) 

0.021  

(0.030) 

0.023  

(0.027) 

0.024  

(0.034) 

0.033  

(0.029) 

0.024  

(0.030) 

0.025  
― 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.005  0.013  0.004  0.001  0.005  0.008  0.002  0.001  ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20時）の値を示す。 
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②焼却施設稼動前の現状把握のための大気質調査日別調査結果のまとめ 

ア．二酸化硫黄 

二酸化硫黄の調査結果は、全調査地点において低い値を示し 1 時間値、日平均値

とも環境基準を下回る値であった。また、時間変動も小さかった。 

 

イ．二酸化窒素 

二酸化窒素の調査結果は、全調査地点において環境基準を下回る値であった。 

なお、時間変動をみると全ての地点でほぼ同様の変動傾向を示していることから、

全ての地点とも広域的な要因による状況を示していると考えられる。 

 

ウ．浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質の調査結果は、全調査地点において低い値を示し 1 時間値、日平

均値とも環境基準を下回る値であった。 

浮遊粒子状物質については、発生要因が多様であることから、時間毎の変動は地

点間で一致しないが、測定期間内の大きな変動としては同様の傾向を示していた。 

なお、黒川において1月 27日に他と比較して大きな値を示した時間があるが、近

傍で野焼きをしていたことを確認している。 

 

エ．光化学オキシダント 

光化学オキシダントの調査結果は、全調査地点において環境基準を下回る値であ

った。 

時間変動は、全ての地点で同様の変動を示しており、周辺の常時監視局の変動と

もほぼ一致していることから、全ての地点とも広域的な要因による状況を示してい

ると考えられる。 

 

 



 33 

5.2 水 質 

(1)調査項目 

調査項目は、表 5.2.1に示すとおりとした。 

 

表 5.2.1 調査項目 

調査時期 調査項目 

降雨時 
水温、透視度、濁度、水素イオン濃度（ｐH）、浮遊物質量（SS）、Pb(溶解性、

懸濁性の別)、As(溶解性、懸濁性の別)、硫酸イオン注１） 

注 1）硫酸イオンについては、第１回、第 2 回、第3 回は原水のみ、第4 回は、Ｗ－１及びＷ－２

の原水のみ実施。 

 

(2)調査方法 

測定方法は、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46年環境庁告示第 59号）等に

準拠し、実施した。 

 

表 5.2.2 測 定 方 法 

区  分 調   査   方   法 

降雨時水質 日本工業規格 K0101「工業用水試験方法」、日本工業規格 K0102「工場排水試

験法」に定める方法、環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）に基づく「水質汚

濁に係る環境基準について」（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）に定める方法 

 

(3)調査期間 

調査期間（採水日）は、表 5.2.3に示す期間とした。 

 

表 5.2.3 調査期間 

調査時期 調査期間 

降雨時（第 1 回） 平成 19 年 5 月 31 日（9:00～17:05） 

降雨時（第 2 回） 平成 19 年 7 月 5 日（9:40～17:05） 

降雨時（第 3 回） 平成 19 年 7 月 13 日（10:05～17:00） 

降雨時（第 4 回） 平成 20 年 1 月 15 日（10:00～16:05） 

 

(4)調査地点 

調査地点は、事業から河川に放流する２地点（Ｗ－１及びＷ－２）とした。 

調査地点を表 5.2.4及び図 5.2.1 に示す。 

 

表 5.2.4 水質調査地点 

区  分 地点番号 調査地点 実施回 

Ｗ-1 事業地南側 

処理水（田尻川への放流水）及び処

理前の原水（貯留水） 

第 1 回（処理水、原水） 
第 2 回（処理水、原水） 
第 3 回（処理水、原水） 
第 4 回（処理水） 

降雨時水質 

Ｗ-2 事業地東側 

処理水（田尻川への放流水）及び処

理前の原水（貯留水） 

第 1 回（処理水） 
第 2 回（処理水、原水） 
第 3 回（処理水） 
第 4 回（処理水、原水） 
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図 5.2.1(1) 水質調査地点位置図 
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図 5.2.1(2) 水質調査地点詳細位置図 
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(5)調査結果 

1) 第 1回［採水日：平成 19年 5月 31日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ 
硫酸 
イオン 

全鉛 
溶解性 
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性 
砒素 

懸濁性 
砒素 

項目
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-1 
(原水) 

5 月 
31日 

① 9:05 17.5 12 44 7.7  28 34 0.010 <0.005 0.010 <0.005 <0.005 <0.005 

① 9:00 19.5 >30 2.0  6.9  5 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 
② 11:00 18.5 26 6.3  7.1  13 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 13:00 18.8 >30 4.0  7.1  10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

④ 15:00 19.2 >30 3.6  7.1  8 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

5 月 
31日 

⑤ 17:00 19.2 >30 3.6 7.1  8 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

① 9:15 20.0 >30 11 7.4  10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

② 11:10 20.9 16 31 7.5  31 － 0.008 <0.005 0.008 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 13:05 20.5 26 13 7.6  12 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

④ 15:05 21.0 >30 9.1 7.6  9 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

5 月 
31日 

⑤ 17:05 21.0 >30 8.8 7.5  10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

管理目標 － － － － 70 
（90） 

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～ 
8.6 

150 
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 

（90） 
－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 

 

2) 第 2回［採水日：平成 19年 7月 5日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ 
硫酸 
イオン 

全鉛 
溶解性 
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性 
砒素 

懸濁性 
砒素 

項目
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
(原水) 

7 月 
5 日 

① 9：45 19.1  17 38 7.1  22 30 0.013 <0.005 0.013 <0.005 <0.005 <0.005 

① 9：40 21.2  >30 1.7  7.1  3 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

② 11：30 19.2  20 13  7.0  14 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 13：00 19.8  21 9.6  7.0  11 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

④ 15：00 19.8  20 7.8  7.0  14 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

7 月 
5 日 

⑤ 17：00 19.4  20 8.6 7.0  14 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-２ 
(原水) 

7 月 
5 日 

① 10：20 22.1  6 110 7.7  48 11 0.023 0.007 0.016 <0.005 <0.005 <0.005 

① 10：00 22.0  16 23 7.0  22 - 0.008 <0.005 0.008 <0.005 <0.005 <0.005 

② 11：35 22.0  28 10 7.0  10 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 13：05 22.2  >30 5.3 7.0  7 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

④ 15：05 22.4  >30 8.3 7.0  9 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

7 月 
5 日 

⑤ 17：05 22.8  22 9.3 7.0  10 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

管理目標 － － － － 70 
（90） 

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～ 
8.6 

150 
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 

（90） 
－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 
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3) 第 3回［採水日：平成 19年 7月 13日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ 
硫酸 
イオン 

全鉛 
溶解性 
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性 
砒素 

懸濁性 
砒素 

項目
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
(原水) 

7 月 
13日 

① 10：05 19.1  12 47 7.4  32 32 0.016 <0.005 0.016 <0.005 <0.005 <0.005 

① 10：05 19.2  10 22  7.5  41 - 0.005 <0.005 0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

② 11：30 19.2  10 20  7.1  28 - 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 13：00 19.2  12 13  7.1  19 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

④ 15：00 19.2  20 8.4  7.2  14 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

7 月 
13日 

⑤ 17：00 19.2  26 8.7 7.3  10 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

① 10：30 22.9  >30 1.4 7.4  2 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

② 11：35 23.1  >30 6.7 7.2  7 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 
Ｗ-２ 

（東側 
放流水）

7 月 
13日 

③ 13：05 23.1  >30 3.5 7.2  5 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

管理目標 － － － － 70 
（90） 

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～ 
8.6 

150 
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 

（90） 
－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 

 

4) 第 4回［採水日：平成 20年 1月 15日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ 
硫酸 
イオン 

全鉛 
溶解性 
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性 
砒素 

懸濁性 
砒素 

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

① 10：00 8.1  30以上 16  7.7  9 33 <0.005 <0.005 <0.005 0.005 <0.005 0.005 

② 12：00 8.2  30以上 16  7.9  9 32 <0.005 <0.005 <0.005 0.005 <0.005 0.005 

③ 14：00 8.3  30以上 16  8.0  8 33 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

1 月 
15日 

④ 16：00 8.1  30以上 16  8.0  8 32 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-２ 
（原水）

1 月 
15日 

① 10：10 8.8  3.4 260 7.8  100 11 0.052 0.018 0.034 0.006 0.006 <0.005 

① 10：05 9.0  30以上 20 7.5  15 - 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005 

② 12：05 9.2  30以上 13 7.6  13 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

③ 14：05 9.2  30以上 13 7.7  11 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

1 月 
15日 

④ 16：05 8.6  30以上 5.7 7.7  5 - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

管理目標 － － － － 70 
（90） 

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～ 
8.6 

150 
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 

（90） 
－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、0として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 
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(6)水質調査結果のまとめ 

平成 19年度調査結果では、管理目標値を設けている項目については、全ての処理水（放

流水）で管理目標値以下の水質であった。 
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5.3 騒音 

(1)調査項目 

調査項目は、表 5.3.1に示すとおりとした。 

 

表 5.3.1 調査項目 

分 類 調  査  項  目 

騒音 等価騒音レベル、時間率騒音レベル 

交通量 時間交通量 

 

(2)調査方法 

1)騒 音 

騒音の測定は、「環境騒音の表示・測定方法」（JIS Z 8731）及び「騒音に係る環境基

準について」（平成 10年 9月 30日環境庁告示第 64号）に準拠し実施した。 

測定は、表 5.3.2 に示す測定条件により実施し、等価騒音レベル（ＬAeq）、騒音レベ

ル中央値（ＬA50）、90％レンジの上・下端値（ＬA5、ＬA95）及び騒音レベル最大値(Ｌ

Amax)を求めた。 

 

表 5.3.2 騒音の測定条件 

項  目 内         容 

測定時間 1 回の測定時間 60 分間 
測定機器 積分型普通騒音計：NL-06（JIS C 1502 規格） 
使用条件 マイクロホンの位置：地上 1.2m 

騒音計の周波数補正回路：Ａ特性 
動特性：FAST 

 

2)交通量 

交通量調査は、カウンター法により方向別・車種別に計測した。 

車種分類は、表 5.3.3に示す 8車種分類とし、参考として二輪車類（原動機付き自転

車含む）、自転車、歩行者についても記録した。計測は毎時 60 分間の交通量、時間帯は

騒音の測定と同じとした。 

 

表 5.3.3 車 種 分 類 

分    類 細 分 類 対応するナンバープレート 

普通貨物車 1，10～19，100～199 

普通貨物車類 
特殊（種）車 

0，00～09，000～099 
8，80～89，800～899 
9，90～99，900～999 

大型車 

乗用車類 乗合自動車（バス） 2，20～29，200～299 

軽貨物車 
40～49（黄又は黒） 
3Ｓ，33Ｓ，6Ｓ，66Ｓ （Ｓ：小型プレート） 

小型貨物車類 
小型貨物車 
（貨客車を含む） 

4，40～49，400～499 
6，60～69，600～699 

軽乗用車 
50～59（黄又は黒） 
3Ｓ，33Ｓ，8Ｓ，88Ｓ（Ｓ：小型プレート） 

小型乗用車 
5，50～59，500～599，7，70～79，700
～799 

小型車 

乗用車類 

普通乗用車 3，30～39，300～399 
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(3)調査期間 

調査期間は、表 5.3.4に示す期間とした。 

 

表 5.3.4 調査期間 

調査項目 調査期間 

騒音・交通量 
平成 19 年 8 月 23 日（木）（7:00～19:00） 

平成 20 年 2 月 5 日（火）（7:00～19:00） 

 

 

(4)調査地点 

調査地点は、表 5.3.5及び図 5.3.1 に示す環境騒音 1地点、工事騒音 1地点、道路交通

騒音（交通量含む）2地点の計 4地点とした。 

 

表 5.3.5 調査地点 

区分 
地点 
番号 

地 点 名 調 査 地 点 

環境騒音 №1 国崎 国崎地区民家前 

工事騒音 №2 敷地境界 事業計画地の敷地境界 

№3 県道野間出野一庫線(北側) 県道野間出野一庫線 

沿道官民境界（北側） 

道路交通騒音 

交通量 

№4 県道野間出野一庫線(南側) 県道野間出野一庫線 

沿道官民境界(南側) 
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図 5.3.1 騒音・振動・調査地点 
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(5)調査結果 

1)環境騒音［国崎］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 47.7 51 50 43 37 36 72 
 8 時 46.4 49 44 37 34 33 70 

 9 時 43.4 48 47 41 36 35 61 
10 時 43.2 47 46 41 39 38 61 

11 時 43.7 47 46 43 39 39 63 
12 時 45.8 49 48 45 42 42 62 

13 時 46.9 49 48 46 45 44 58 
14 時 47.4 50 49 46 44 44 64 

15 時 45.8 49 47 45 41 40 66 
16 時 43.8 48 46 42 40 39 68 

17 時 44.0 47 46 42 39 39 64 
18 時 45.9 

46 

48 47 43 37 35 79 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 48.0 52 50 43 39 38 78 
 8 時 46.2 52 50 42 38 37 66 
 9 時 45.2 51 48 40 36 35 70 

10 時 49.1 54 51 42 37 36 80 
11 時 42.6 46 43 39 35 35 77 

12 時 44.0 49 46 38 34 34 66 
13 時 42.9 47 43 38 35 34 76 

14 時 45.9 49 46 38 35 34 81 
15 時 44.1 48 44 38 35 34 76 

16 時 46.4 50 48 40 36 35 75 
17 時 44.2 48 45 39 35 34 74 

18 時 42.6 

46 

48 45 38 35 35 70 

 

2)工事騒音［敷地境界］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 55.2 59 57 52 48 47 78 
 8 時 54.3 59 57 52 49 49 69 

 9 時 54.8 60 57 51 49 49 75 
10 時 55.0 60 58 52 49 49 81 

11 時 54.5 59 57 51 48 48 77 
12 時 54.2 57 54 50 49 48 80 

13 時 54.0 59 57 51 49 48 72 
14 時 55.5 59 56 51 49 48 80 

15 時 52.8 57 55 50 48 48 70 
16 時 51.9 56 54 50 47 47 72 

17 時 51.8 55 53 50 48 47 74 
18 時 52.8 

54 

55 54 51 49 48 79 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 57.3 61 59 52 47 46 82 
 8 時 55.6 60 58 51 46 45 83 
 9 時 54.5 60 57 50 45 45 77 

10 時 56.7 61 58 51 46 45 84 
11 時 54.3 60 57 50 45 45 74 

12 時 53.1 58 56 49 45 45 75 
13 時 54.7 60 58 50 45 45 78 

14 時 55.3 60 57 50 45 45 83 
15 時 56.1 58 56 49 45 45 89 

16 時 55.7 59 57 50 45 45 84 
17 時 53.2 58 56 50 46 45 79 

18 時 52.0 

55 

55 53 49 45 45 73 
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3)道路交通騒音［県道野間出野一庫線（北側）］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 67.6 74 72 59 53 52 90 
 8 時 67.1 74 71 58 53 53 85 
 9 時 66.7 73 70 57 53 53 94 

10 時 66.7 73 69 58 55 55 87 
11 時 65.3 72 69 57 53 53 88 

12 時 64.2 70 67 57 54 54 88 
13 時 65.9 72 69 57 54 53 90 

14 時 65.4 71 68 56 53 53 92 
15 時 65.7 72 68 56 53 52 90 

16 時 64.6 71 68 55 52 52 90 
17 時 66.2 72 69 56 53 52 96 

18 時 65.9 

66 

71 69 57 54 53 97 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 69.9 75 72 59 52 51 99 
 8 時 68.7 75 72 57 51 51 92 
 9 時 68.2 74 71 56 51 51 93 

10 時 69.0 75 71 56 51 51 90 
11 時 68.3 74 70 55 50 50 89 

12 時 66.3 73 68 54 50 50 88 
13 時 68.3 74 70 54 50 50 93 

14 時 67.1 73 69 55 50 50 93 
15 時 66.7 73 69 54 50 50 89 

16 時 68.1 74 70 56 51 50 93 
17 時 67.9 74 71 56 51 51 90 

18 時 66.2 

68 

73 70 55 51 51 88 

 

4)道路交通騒音［県道野間出野一庫線（南側）］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 69.0 75 73 62 47 44 88 
 8 時 67.2 74 71 58 43 40 84 
 9 時 65.9 72 69 54 45 44 88 

10 時 66.4 73 69 54 47 46 88 
11 時 65.3 72 69 53 46 45 87 

12 時 64.5 71 68 53 47 46 85 
13 時 66.2 72 69 54 47 47 89 

14 時 65.2 72 69 53 47 46 87 
15 時 66.3 73 69 55 47 46 90 

16 時 66.0 73 70 55 45 44 88 
17 時 66.5 74 71 56 45 43 86 

18 時 66.2 

66 

73 70 57 45 44 92 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

等価騒音レベル(dB(Ａ)) 時間率騒音レベル(dB(Ａ)) 
時間 

LAeq ﾊﾟﾜｰ平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax 

 7 時 67.5 77 74 64 50 46 90 
 8 時 69.2 76 73 60 47 45 90 
 9 時 67.6 74 71 55 44 43 89 

10 時 67.2 74 70 54 44 43 88 
11 時 67.9 74 71 56 45 44 90 

12 時 67.6 74 70 53 43 42 88 
13 時 67.5 74 69 52 43 42 89 

14 時 67.0 74 70 55 43 42 87 
15 時 65.5 73 69 53 41 40 88 

16 時 66.8 74 71 53 41 40 87 
17 時 70.7 75 72 56 42 40 101 

18 時 69.5 

68 

73 70 54 40 39 99 
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(6)工事前との比較 

本年度の調査結果を環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度及び平成 18年

度）の調査結果とあわせ以下に示す。 

 

1)環境騒音 

 
等価騒音レベルの平均値（一時間値の最小～最大） 備  考 

環境影響評価時 
（工事前） 
［dB(A)］ 

工事中 
(H17) 
[dB(A)] 

工事中 
(H18) 
[dB(A)] 

工事中 
(H19) 
[dB(A)] 

調査 
地点 

平成14年
6月 7日 

平成14年 
11月 28日

平成17年
11月 16日

平成18年 
1月 25日 

平成18年 
8月 29日 

平成19年
1月 12日 

平成19年 
8月 23日 

平成20年
2月 5日 

環境基準 

Ｂ類型 

国 崎 

46 
(41.6 

～50.1)

44 
(40.6 

～47.7)

43 
(40.9 

～45.0)

43 
(39.5 

～44.9)

48 
(41.5 

～52.5)

44 
(39.4 

～48.2)

46 
(43.2 
～47.7) 

46 
(42.6～
49.1) 

昼間 
55dB(A) 

注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)工事騒音 

 
騒音ﾚﾍﾞﾙの 90％ﾚﾝｼﾞ上端値の最大値 備  考 

環境影響評価時 
（工事前） 
［dB(A)］ 

工事中 
(H17) 
[dB(A)] 

工事中 
(H18) 
[dB(A)] 

工事中 
(H19) 
[dB(A)] 

調査 
地点 

平成14年
6月 7日 

平成14年 
11月 28日

平成17年
11月 16日

平成18年 
1月 25日 

平成18年 
8月 29日 

平成19年
1月 12日 

平成19年 
8月 23日 

平成20年
2月 5日 

特定建設作
業騒音に係
る規制基準 

敷地境界 52 53 82 82 69 50 60 55 85 dB(A) 

注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 
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3)道路交通騒音・交通量 

 
等価騒音レベル平均値 

（一時間値の最小～最大） 

環境影響評価時 
（工事前） 

工事中 
(H17) 

工事中 
(H18) 

工事中 
(H19) 

調査 
地点 

項目 

平成 14年

6月 7日 

平成 14年

11月 28日

平成 17年

11月 16日

平成 18年

1月 25日

平成 18年

8月 29日

平成 19年

1月 12日

平成 19年

8月 23日

平成 20年

2月 5日 

備  考 

騒音
［dB(A)］ 

ＬAeq 

66 
(61.8 

～67.9) 

67 
(64.9 

～69.5) 

68 
(65.8 

～68.8) 

68 
(66.1 

～69.8) 

66 
(64.7 

～67.1) 

67 
(64.3 

～68.6) 

66 
(64.2 

～67.6) 

68 

(66.2 

～69.9) 

幹線交通の 
環境基準 

昼間 70dB(A) 

大型車 396(0) 360(0) 432(38) 400(0) 313(0) 521(147)498(183) 551(257) 

小型車 3,108 2,994 2,851 2,673 2,760 2,606 2,484 2,394 

県道野
間出野
一庫線 
（北側） 

交 
通 
量 
(台) 合計 3,504 3,554 3,283 3,073 3,073 3,127 2,982 2,945 

－ 

騒音
［dB(A)］ 

ＬAeq 

68 
(63.7 

～69.9) 

68 
(64.1 

～70.6) 

68 
(66.7 

～70.1) 

69 
(67.5 

～69.8) 

67 
(65.7 

～68.6) 

68 
(65.4 

～69.2) 

66 
(64.5 

～69.0) 

68 
(65.5 
～70.7) 

幹線交通の 
環境基準 

昼間 70dB(A) 

大型車 372(0) 348(0) 415(38) 384(1) 327(0) 361(4) 348(11) 443(1) 

小型車 2,844 2,490 2,782 2,611 2,745 2,599 2,556 2,809 

県道野
間出野
一庫線 
（南側） 

交 
通 
量 
(台) 合計 3,216 2,838 3,197 2,995 3,072 2,960 2,904 3,252 

－ 

注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 
交通量は、7：00～19：00 の全交通量を示す。環境影響評価時の交通量は、10 分間の観
測であり、工事中の調査結果と比較するため 6 倍した値を示した。 
大型車交通量の内、（ ）内の数値は工事車両台数を示す。 
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(7)騒音調査結果のまとめ 

1）環境騒音 

環境騒音の調査結果は、Ｂ類型における昼間の環境基準（55dB(A)）を下回る値であっ

た。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較では、

今回の調査結果は、環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 18年度）とほぼ同じ値

となっている。 

 

2）工事騒音 

敷地境界における工事騒音の調査結果（騒音レベルの 90％レンジ上端値）は、特定建

設作業騒音に係る規制基準（85dB(A)）を下回る値であった。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較では、

今回の調査結果は、環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 18年度 1月）より大き

な値となっているが、工事中（平成 17年度 11月、1月）及び工事中（平成 18年度 8月）

よりも小さい値となっている。 

 

3）道路交通騒音 

道路交通騒音の調査結果は、全て昼間の幹線交通を担う道路に面する地域の環境基準

（70dB(A)）を下回る値であった。 

北側調査地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17 年度、平成 18

年度）との比較では、環境影響評価時（工事前）が 66～67dB(A)、工事中（平成 17年度）

が 2回とも 68dB(A)、平成 18年度が 66～67dB(A)に対し、今回の調査結果は 66～68dB(A)

とほぼ同じ値であった。 

南側調査地点では環境影響評価時（工事前）が 2回とも 68dB(A)、工事中（平成 17年

度）が 68～69dB(A)、工事中（平成 18年度）が 67～68dB(A)に対し、今回の調査結果は

66～68dB(A)とほぼ同じ値であった。 

今回調査において北側調査地点における調査では、工事車量が 8 月に 183 台、2 月に

257 台通過したが、合計交通量（夏季 2,982 台、冬季 2,945 台）に対する割合は小さい

ことと、調査地点付近では走行速度が遅いことなどから影響が大きくならなかったと考

えられる。 
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5.4 振 動 

(1)調査項目 

調査項目は、表 5.4.1に示すとおりとした。 

 

表 5.4.1 調査項目 

分 類 調  査  項  目 

振 動 時間率振動レベル 

 

(2)調査方法 

振動の測定は、「振動レベル測定方法」（JIS Ｚ 8735）及び「振動規制法施行規則」（昭

和 51年 11月 10日、総理府令第 58号）に準拠し実施した。 

振動の測定は、表 5.4.1に示す測定条件より 80％レンジ上端値（Ｌ10）、中央値（Ｌ50）

及び 80％レンジ下端値（Ｌ90）を求めた。 

 

表 5.4.2 振動の測定条件 

項  目 内         容 

測定時間 1 回の測定時間 10 分間 
測定機器 振動レベル計：VM-51orVM-52（JIS C 1510 規格） 

レベルレコーダ：LR-04（JIS C 1512 規格） 
使用条件 測定成分：鉛直方向（Ｚ成分） 

振動計の周波数補正回路：VL 

 

(3)調査期間 

調査期間は、表 5.4.3に示す期間とした。 

 

表 5.4.3 調査期間 

調査項目 調査期間 

振 動 
平成 19 年 8 月 23 日（木）（7:00～19:00） 
平成 20 年 2 月 5 日（火）（7:00～19:00） 

 

(4)調査地点 

調査地点は、騒音と同じ表 5.4.4に示す環境振動 1地点、工事振動 1地点、道路交通振

動 2地点の計 4地点とした（位置図は、5.3騒音の図 5.3.1 参照）。 

 

表 5.4.4 調査地点 

区分 
地点 
番号 

地 点 名 調 査 地 点 

環境振動 №1 国崎 国崎地区民家前 

工事振動 №2 敷地境界 事業計画地の敷地境界 

№3 県道野間出野一庫線(北側) 県道野間出野一庫線 

沿道官民境界（北側） 

道路交通振動 

交通量 

№4 県道野間出野一庫線(南側) 県道野間出野一庫線 

沿道官民境界(南側) 
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(5)調査結果 

1)環境振動［国崎］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 
10 時 30 未満 30 未満 30 未満 

11 時 30 未満 30 未満 30 未満 
12 時 30 未満 30 未満 30 未満 

13 時 30 未満 30 未満 30 未満 
14 時 30 未満 30 未満 30 未満 

15 時 30 未満 30 未満 30 未満 
16 時 30 未満 30 未満 30 未満 

17 時 30 未満 30 未満 30 未満 
18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 

10 時 30 未満 30 未満 30 未満 
11 時 30 未満 30 未満 30 未満 

12 時 30 未満 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 30 未満 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 30 未満 30 未満 30 未満 

18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

2)工事振動［敷地境界］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 
10 時 30 未満 30 未満 30 未満 

11 時 30 未満 30 未満 30 未満 
12 時 30 未満 30 未満 30 未満 

13 時 30 未満 30 未満 30 未満 
14 時 30 未満 30 未満 30 未満 

15 時 30 未満 30 未満 30 未満 
16 時 30 未満 30 未満 30 未満 

17 時 30 未満 30 未満 30 未満 
18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 

10 時 30 未満 30 未満 30 未満 
11 時 30  30 未満 30 未満 

12 時 30 未満 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 30 未満 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 30 未満 30 未満 30 未満 

18 時 30 未満 30 未満 30 未満 
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3)道路交通振動［県道野間出野一庫線（北側）］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 

10 時 30 未満 30 未満 30 未満 
11 時 30 未満 30 未満 30 未満 

12 時 30 未満 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 30 未満 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 30 未満 30 未満 30 未満 

18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 

10 時 30 未満 30 未満 30 未満 
11 時 30 未満 30 未満 30 未満 

12 時 30 未満 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 30 未満 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 30 未満 30 未満 30 未満 

18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

4)道路交通振動［県道野間出野一庫線（南側）］ 

①平成 19年 8月 23日（木） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 8 時 30 未満 30 未満 30 未満 
 9 時 30 未満 30 未満 30 未満 

10 時 30 未満 30 未満 30 未満 
11 時 30 未満 30 未満 30 未満 

12 時 30 未満 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 30 未満 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 30 未満 30 未満 30 未満 

18 時 30 未満 30 未満 30 未満 

 

②平成 20年 2月 5日（火） 

振動レベル(dB) 
時間 

80％レンジ上端値Ｌ10) 中央値(Ｌ50) 80％レンジ下端値(Ｌ90) 

 7 時 33 30 未満 30 未満 
 8 時 35 30 未満 30 未満 
 9 時 31 30 未満 30 未満 

10 時 31 30 未満 30 未満 
11 時 34 30 未満 30 未満 

12 時 30 30 未満 30 未満 
13 時 30 未満 30 未満 30 未満 

14 時 30 未満 30 未満 30 未満 
15 時 34 30 未満 30 未満 

16 時 30 未満 30 未満 30 未満 
17 時 34 30 未満 30 未満 

18 時 36 30 未満 30 未満 
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(6)工事前との比較 

本年度の調査結果を環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度及び平成 18年

度）の調査結果とあわせ以下に示す。 

 

1)環境振動 

 
振動ﾚﾍﾞﾙの 80％ﾚﾝｼﾞ上端値の最大値 備  考 

環境影響評価時 
（工事前） 
［dB］ 

工事中 
(H17) 
[dB] 

工事中 
(H18) 
[dB] 

工事中 
(H19) 
[dB] 

調査 
地点 

平成14年
6月 7日 

平成14年 
11月 28日

平成17年
11月 16日

平成18年 
1月 25日 

平成18年 
8月 29日 

平成19年
1月 12日 

平成19年 
8月 23日 

平成20年
2月 5日 

第１種区域 
（特定工場）

国 崎 30 未満 30 未満 30 未満 30 未満 30 未満 30 未満 30 未満 30 未満 
昼間 

60 dB※ 

※川西市の特定工場に係る振動規制法に基づく規制基準は、昼間 8 時～19 時：60 dB である。 
注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)工事振動 

 
振動ﾚﾍﾞﾙの 80％ﾚﾝｼﾞ上端値の最大値 備  考 

環境影響評価時 
（工事前） 
［dB］ 

工事中 
(H17) 
[dB] 

工事中 
(H18) 
[dB] 

工事中 
(H19) 
[dB] 

調査 
地点 

平成14年
6月 7日 

平成14年 
11月 28日

平成17年
11月 16日

平成18年 
1月 25日 

平成18年 
8月 29日 

平成19年
1月 12日 

平成19年 
8月 23日 

平成20年
2月 5日 

特定建設作
業振動 

敷地境界 30 未満 30 未満 40 37 36 30 未満 30 未満 36 75 dB 

注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動レベルの80%レンジ上端値の最大値（国崎）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

平成14年
6月7日

平成14年
11月28日

平成17年
11月16日

平成18年
1月25日

平成18年
8月29日

平成19年
1月12日

平成19年
8月23日

平成20年
2月5日

振
動
レ
ベ
ル
 d
B 特定工場からの振動に係る規制基準



 51 

3)道路交通振動・交通量 

 
振動ﾚﾍﾞﾙの 80％ﾚﾝｼﾞ上端値の平均値 

（一時間値の最小～最大） 

環境影響評価時 
（工事前） 

工事中 
(H17) 

工事中 
(H18) 

工事中 
(H19) 

調査 
地点 

項目 

平成 14年

6月 7日 

平成 14年

11月 28日

平成 17年

11月 16日

平成 18年

1月 25日

平成 18年

8月 29日

平成 19年

1月 12日

平成 19年

8月 23日

平成 20年

2月 5日 

備  考 

振動 
［dB］ 
Ｌ10 

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満) 

30未満 
(30未満) 

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満) 

第１種区域 
[道路の 

要請限度] 

昼間：65 dB 

大型車 396(0) 360(0) 432(38) 400(0) 313(0) 521(147)498(183) 551(257) 

小型車 3,108 2,994 2,851 2,673 2,760 2,606 2,484 2,394 

県道野
間出野
一庫線 
（北側） 

交 
通 
量 
(台) 合計 3,504 3,554 3,283 3,073 3,073 3,127 2,982 2,945 

－ 

振動 
［dB］ 
Ｌ10 

30未満 
(30未満)

30未満 
(30未満) 

32 
(30未満 

～36) 

33 
(30未満 

～40) 

30未満 
(30未満)

30 
(30未満 

～32) 

30未満 
(30未満)

32 

(30未満 

～36) 

第１種区域 
[道路の 

要請限度] 

昼間：65 dB 

大型車 372(0) 348(0) 415(38) 384(1) 327(0) 361(4) 348(11) 443(1) 

小型車 2,844 2,490 2,782 2,611 2,745 2,599 2,556 2,809  

県道野
間出野
一庫線 
（南側） 

交 
通 
量 
(台) 合計 3,216 2,838 3,197 2,995 3,072 2,960 2,904 3,252  

－ 

※振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算。 
注）環境影響評価時の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 

交通量は、7：00～19：00 の全交通量を示す。環境影響評価時の交通量は、10 分間の観
測であり、工事中の調査結果と比較するため 6 倍した値を示した。 
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(7)振動調査結果のまとめ 

1）環境振動 

環境振動の調査結果は、30dB未満であった。なお、環境影響評価時（工事前）及び工

事中（平成 17年度、平成 18年度）の調査結果も全て 30dB未満となっている。 

 

2）工事振動 

敷地境界における工事振動の調査結果は、特定建設作業振動に係る規制基準（75dB）

を下回る値であった。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17年度、平成 18年度）との比較では、

今回の調査結果は、30dB未満～36dBであり、2月調査において、環境影響評価時（工事

前）より大きく、工事中（平成 17年度 11月,1月及び平成 18年度 8月）と同じ程度と

なっている。なお、一般的に人が振動を感じはじめるのは 55dB程度といわれており、今

回の調査結果も 55dBを下回っている。 

 

3）道路交通振動 

道路交通振動の調査結果は、全て振動規制法における昼間の要請限度（65dB）を下回

る値であった。 

北側調査地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17 年度、平成 18

年度）との比較では、今回調査も含め全ての調査時期において調査結果は 30dB未満であ

った。 

南側調査地点では環境影響評価時（工事前）が 2回とも 30dB 未満、工事中（平成 17

年度）が 32～33dB、工事中（平成 18年度）が 30dB未満及び 30dBに対し、今回の調査

結果は 30未満～32dBとほぼ同じ値であった。 

騒音と同様に今回調査において、北側調査地点における調査では、工事車量が 8 月に

183台、2月に 257台通過したが、調査地点付近では走行速度が遅いことなどから影響が

大きくならなかったと考えられる。 
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5.5 動植物 

工事の施工による動植物への影響調査を実施した。 

(1)動物調査 

1）コウモリ調査 

第１回  H19年 12月 20日 

調査間歩数 ５  確認頭数 68頭 （他にコウモリの糞あり） 

第２回  H20年 3月 6日 

調査間歩数 ５  確認頭数 37頭 （他にコウモリの糞あり） 

 

調査した間歩に生息するコウモリ類は、これまでの調査から、ここを特に冬眠場所と

して利用しており、繁殖子育てには利用していない。ごみ処理施設建設事工事はコウモ

リ類の生息に大きな影響を与えていないと考えられる。 

 

2）ヒメボタル調査 

ア．成虫調査 

第1回 H19年 6 月30日 639頭 

第2回 H19年 7 月 1日 679頭 

第3回 H19年 7 月 3日 551頭 

第4回 H19年 7 月 5日 563頭 

イ.幼虫調査 

H19年10月24日 ～ 12月26日 42頭 

造成区域から離れた、工事による直接的な改変がなかった地点 では、照明の影響もな

く、個体数の変化は確認されなかった。それらの地点は、照明の影響が及ばないことも

あり、生息数に変化が生じる可能性はほとんどないと思われる。 

また、2007 年度秋期の幼虫調査により、造成地に隣接する F 地点において、2006 年

度調査では林縁から 5 ～ 10m 程度と見られていたエッジ効果の及ぶ範囲が、2007 年度

には 20m 付近まで拡大していることが明らかになった。さらに、供用開始後は人工照明

の影響が懸念される。このような影響を低減し、当地におけるヒメボタルを保全してい

くために、つぎのような方策が、つぎのような方策が必要であると考えられる。 

 

①人工照明の影響の低減 

照射角度を低い位置に制限できる装置を用い、生息空間には照明光が直接届かないよ

う、照明装置や設置位置を工夫する必要がある。また、一般に昆虫類の可視光域はヒト

よりも短波長側にシフトしていることを念頭に、ナトリウム灯などの長波長の光源を照

明装置に用いることが望ましい。 

②林縁部の植栽等によるエッジ効果の低減 

造成によって形成された林縁の植生を回復させる植栽等の対策が早急に必要である。 
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(2)植物調査 

1）クモノスシダ 

第1回 H19年 4月13日 残存する一株について変化なし 

第2回 H19年 8月10日 残存する一株について変化なし 

第3回 H19年12月 4日 残存する一株について変化なし 

第4回 H20年 1月22日 残存する一株について変化なし 

造成工事完了後、１年以上経過しており、湿度条件の影響は少なかったとも考えられ

るが、引き続き観察する。 

また、工事完了後、移植保存中の復旧を検討する。 

 

2）ヤマザクラ（大木） 

早春期の開花状況  H19年４月６日 開花確認 

平成１８年春の開花状況より、良好であった。 
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